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深 澤 俊 昭
韻 律(Prosody)の 研 究 におい ては,語 の レベ ルでの韻律 と発 話(文)
の レベ ルで の韻律 とを分 ける必 要が あ る。語 が一 語で発 話 され た場 合
は既 にそ れが(一 語文)発 話 で あ り,発 話 で ある限 りは,そ こには常
に必 ず イン トネー シ ョンが存 在す る。 イ ン トネー シ ョンは,声 の高低
(ピ ッチsPitch)が 発 話 の意味 を変 え る発 話(文)の レベ ルで の韻律
であ って,語 の レベ ルでの韻律分析か らは分離 されなければな らない。
これ まで の研 究 で は この分離 が な され て こなか ったが,こ れ は分析 の
厳密 さ と,分 析 の抽 象度 に関わ る問題 であ る こ とを従来 の研究 を批判
的 に検 討す る ことに よって明 らかに した。
キ ー ワ ー ド 語 の レベ ル,発 話(文)の レベ ル,強 勢 ・ア ク セ ン ト,
リズ ム,イ ン トネ ー シ ョ ン
5.語 の レベ ル に お け る韻 律
研 究 者 に よ っ て異 な る 語 強 勢(WordStress)と 語 ア ク セ ン ト(Word
Accent)の 扱 い の問 題
importとimport,politicsとpolitical等 の英 語 の単 語 に現 れ る韻 律 的特
徴(Prosody)は 語 強 勢(WordStress)で あ るの か,あ るい は語 ア クセ ン ト
(WordAccent)で あ るの か。研 究 者 に よって異 な る この専 門用語 の使 用 は,
研 究 者 が この韻律 的特 徴 を音 声学 的 に 又音 韻論 的 に どの よ うに考 え るか に
よっ て異 な るが,分 析 の抽 象 度 に関 して は ほぼ 共通 してい る とい え る。即
ち,抽 象 度 の高 い音 韻論 的 ア プ ロー チ とい うよ りは抽 象 度 の低 い 音 声学 的
アプ ロー チ にその特 徴 と共 通性 が あ る とい う点 で あ る。
表1は この 問題 に関 す る主 要 な研 究 者 の 分析 を ま とめ た もので あ る。 こ
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こで は,語 レベ ル と発 話(文)の レベ ル にお け る英 語 の韻 律 に関 しての 全
体 像 が 把 握 で きる よ うに,次 の6.発 話(文)の 一レベ ル に おけ る韻律 の 箇
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WordAccent)
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語 ア クセ ン ト 文 ア クセ ン ト トー ン ズ
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こ れ ら の研 究 者 以 外 で も,ス トレ ス(Stress)と ア ク セ ン ト(Accent)と い
う術 語 の 使 用 に 関 して は,語(Word)の レベ ル で は ス トレ ス(Stress),発
話('文)の レベ ル で は ア ク セ ン ト(Accent)の 使 用 が 多 い とい う傾 向 が 見 ら
れ る 。
ま た,ア クセ ン ト(Accent)と い う術 語 が,(1)厳 密 な 意 味 に お い て で は
な く ス トレ ス(Stress)を 意 味 して 使 わ れ る こ と が あ る と い う指 摘,及 び,
(2)ス ト レ ス(Stress)の 音 声 特 徴,特 に ピ ッチ に よ る 卓 立 現 象(Pitch
Prominence>に ア ク セ ン ト(Accent)と い う術 語 使 う研 究 者 も多 い が,そ












語 ア ク セ ン ト論 のGimson(1975)も,語 強 勢 論 のRoach(2000)も,共
に語 の 韻 律 的 特 徴 をProminence(卓 立)現 象 と して捉 え,そ の 卓 立 を も た
らす 音 声 的 特 徴 を,Gimson(1975)はStress,Pitch,Quality,()uantityと し,
Roach(2000)はLoudness,Length,Pitch,()ualityと して い る 点 で 基 本 的 に は
共 通 の 立 場 に 立 っ て い る と 言 え る 。Jones(1975)は,wordstressを
Prominence(卓 立)と は 別 個 の 概 念 で あ る と して 語 の 韻 律 的 特 徴 をStress
と して い る点 でGimson(1975)3Roach(2000)と は 異・な る 。Kreidler(1989)
は,語 強 勢 論 に立 っ て い る が,そ の 内 容 はProminence(卓 立)で は な く
DegreesofStress(強 勢 の 程 度)と して,+accent,-accent,+stress,-stress,
+strong,一 一strongの 組 み 合 わ せ に よ る4段 階 の 強 勢 とい う概 念 で 語 の 強 勢
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を記 述 す る。 ま た,Kreidler(1989)の 場 合 は,こ の4段 階 強 勢 を 語 強 勢 に
限 定 せ ず に,発 話(文)の レベ ル に お い て も使 用 す る 点 で,4段 階 ア ク
セ ン ト,即 ち,primaryaccent(、),secondaryaccent(o),secondary
accent(。),unaccented(・)を 採 用 す るGimson(1975)と 共 通 す る も の が あ る
と言 え る 。
英 語 の 発 音 辞 典e英 語 の 辞 書(英 英e英 和)に 見 られ る 強 勢(S#ress)と
い う術 語 と,ア ク セ ン ト(Accent)と い う術 語 の 使 用 問 題
強 勢(Stress)と い う術 語 と,ア ク セ ン ト(Accent)と い う術 語 の 使 用 に 関
して は,世 界 的 に 著 名 な 英 語 発 音 辞 典,wells,J.c.(2000)のLongman
PronunciationI)ictionary,及 び,Jones,D.(2003)のCambridgeEnglish
Pronouncingl)ictionaryの2冊 は 共 に 強 勢(Stress)を 使 用 し,更 に,一 般 の
英 語 辞 典(英 英 辞 典),OxfordAdvancedLearner's1)ictionary(2000),.Longrrcan
ContemporaryEnglish(1995),CambridgeInternationalDictionaryげ ・Eηg痂乃
(1995),CollinsCobuild・EnglishDictionary(1995)も ま た,全 て ア ク セ ン ト
(Accent)は 使 用 せ ず 強 勢(Stress)と い う術 語 を使 用 して い る 。
CambridgeEnglishPronouncing1)ictionary(2003)は,Stressを`Aproperty
ofsyllableswhichmakesthemstandoutasmorenoticeablethanothers.'






そ して,こ の 肺 か ら押 し出 され る空 気 と調 音 器 官 の 活 動(effort)に よ っ て
も た ら さ れ る 強 勢(streSS)が,聴 覚 的 影 響 と し て,ピ ッチ に よ る 際 立 ち
(pitchprominence),長 さ に よ る 際 立 ち(longer),声 の 大 き さ に よ る 際 立













こ の 発 音 辞 典 は,DanielJonesのEnglishpronouncing1)ictionaり2(1917)に 改
定 を 加 え て き た も の で あ っ て,こ の2003年 度 版 で は そ の 編 者 にPeter
Roachが 入 っ て い る こ と か らs当 然 に先 に見 たRoach(2000)の 強 勢 ・プ
ロ ミ ネ ン ス(Stress-Prominence)論 に則 っ た もの で あ り,本 来 イ ン トネ ー シ
ョ ンの 韻 律 的 特 徴 と して 扱 うべ き ピ ッチ(pitch)現 象 を単 語 の 韻 律 現 象 に組
み 入 れ て い る 点 で 問 題 点 を残 して い る と い え よ う。
J.C.WellsのLongmanPronunciationDictionary(2000)は,stressの 解 説
に お い て,強 勢 の あ る音 節(astressedsyllable)を,Gimson(1975)の 述




し な が ら,Gimson(1975)が 語 ア ク セ ン ト(WordAccent)の 中 心 的 音 声





onstressedsyllables、'(p.741)と 述 べ て,新 し くintonationalpitch-
prominenceな る 概 念 を 導 入 し て い る 。 そ し て,そ のintonationalpitch-




表 示 す る と 述 べ て い る 。
このLongmanPronunciation1)ictionaり1(2000)に お ける強勢(Stress)と アク
セ ン ト(Accent)の 理 論 は,Gimson(1975)とRoach(2000)とKreidler
(1989)の 理 論 を合 わせ た混 交 的 な様 相 を呈 す る もの と な って い る。 これ
は,ピ ッチ(pitch)現 象 を語 の韻律 的特 徴 と見 なす立 場 か ら,発 話(文)の
レベ ルで の韻 律 的特 徴 と見 なそ うとす る考 え方 へ 移行 す る兆 しを包含 した
過 渡 的段 階 に あ る韻律 理 論 とい え よ う。 そ れ故 一般 的 には分 か りに くい説
明(confusing)と な って い る こ とは否 め ない。
強勢(Stress)と い う術 語 と,ア クセ ン ト(Accent)と い う術 語 の使 用 に関
して は,日 本 にお け る英和 辞典 で は,英 語 圏 で の扱 い とは極 めて対 照的 に,
『大修 館 ジー ニ ア ス英 和 大 辞 典』(2002)と 『大 修 館 ジ ーニ ア ス英和 辞
典 』(2002)が 強 勢(Stress)を 使 用 して い る以 外 は,『 研 究 社 新 英和 大辞
典 』(1980),『 小学 館 ラ ンダムハ ウ ス英和 大 辞 典』(1993),『 研 究社 リ
ー ダーズ英和 辞 典』(2002)
,『研 究 社 新 英和 中辞 典 』(1996),『 小学 館 プ
1ログ レ ッシ ブ英和 中 辞典 』(1998)は 共 に
,全 て ア クセ ン ト(Accent)を 使
用 してい る。 た だ し,『 大 修 館 ジー ニ ア ス英 和 辞 典』 は初版 の1998年 版
で は強 勢(Stress)で は な くア クセ ン ト(Accent)を 使 用 して い た。
この 日本 にお け る状 況 は,A.C.Gimsonが 日本 の英 語 音 声学 界 に大 き
な影 響 を与 え続 け て きた こ と と無 縁 で は ない と思 わ れ る。A.C.Gimson
は語 ア クセ ン ト(WordAccent}論 提 唱 の 中心 的 人物 と して,英 語 音 声学 の
理 論 書An、 醜 γ04π6'ゴoπ'othepronunciationofEnglish(1962年 初 版)及 び,
著 者 自身 の吹 込 み に よる録 音 テー プ付 き英 語 音 声学 の 実践 書APractical
CourseofEnglishPronunciation(1975)を 通 じて,日 本 の英 語学 界,英 語音 声
の研 究 者,英 語 教 師 に強 い 影響 を及 ぼ して きてい た か らであ る。 その影 響
力 はAlanCmttendenに よるAn、lntroductiontothe、Proη 槻`泌oπ ヴE㎎1ゴ∫乃
の改 定版Gimson's・PronunciationofEnglish(2001)に よって 今 日に至 る まで続
い て い る とい え よ う。
語 レベ ル の韻 律 的特 徴 と発 話(文)レ ベル の 韻 律 的特 徴 を区別 し切 り離 す
こ との必 要 性
Gimson(1975)の 語 ア クセ ン ト論 と,Roach(2000)の 語 強勢 論 は,ど
ち ら も単 語 が 発話 され た場 合 の卓 立現 象 を語 ア クセ ン トない しは語 強勢 と
した ので あ るが,そ こに見 られ る問題 点 は,ど ち らの立 場 で あ れ,単 語 が
発 音 され た場 合 の音 声 を分 析 し,そ こにお い て卓 立(Prominence)を 形 成
す る とみ な され る全 ての 音 声現 象 を単語 の特 徴,即 ち,語 強 勢 を作 り出す
英 語 に お け る ス ト レ ス(stress),ア ク セ ン ト(accent),イ ン ト ネ ー シ ョ ン(intonation)(2) 7
音 声 要素 と して しま った点 にあ る。 即 ち,発 話 に伴 うイ ン トネー シ ョンの
現 象 を も単 語 の 現 象 と して扱 っ て しま った た め に,語 の レベ ル で の韻 律,
即 ち,強 勢 ・ア クセ ン ト(Stress/Accent)と,発 話(文)の レベ ル にお け
る韻律,即 ち,イ ン トネー シ ョン(lntonation)と の分 離 が な され て い ない
こ とに あ る 。 こ の点rKreidler(1989)の 語 強 勢 を形 成 す る音 声特 徴 が
Gimson(1975)とRoach(2000)の そ れ とは異 な る もの の,+Acce=nt,
-Accentと い う発 話 の レベ ル での 韻律 的特 徴 で あ る イ ン トネー シ ョンを語
の レベ ル に持 ち込 んで い る とい う点 にお いて は三者 に共通 す る問 題点 で あ
る とい え る。Jones(1975)は,単 語 の韻 律 的特 徴 を強 勢(stress)と して,
そ の強勢 を形 成 す る音 声特 徴 を強 勢(stress)の み と した点 で他 の 三者 と異
な る。 しか し,単 語 の韻 律 的 特徴 を音 声 的 に定 義 して い る点 で 四 者 は共 通
してい る。 これ は,既 に指摘 した韻 律 分析 の抽 象 度 の 問題 で あ る。
以 上,既 に指摘 した よ うに,単 語 が 独 立 に発 話 され た場 合 に見 られ る全
て の音 声 現 象 を単 語 独 自の音 声現 象 と して捉 えて い る点 に分析 の 問題 点 が
存在 す る。即 ち,単 語 が 独 自 に発 話 され た場 合 は,こ れ は所 謂一 語 文 と し
て の発 話 に な るの で あ って,そ の発 話 に現 れ る音 声現 象が すべ て単 語 の レ
ベ ルでの 音 声現 象 とい うこ とには な らない か らで あ る。 単語 一語 だ けの 発
話 で あ っ て もt発 話 で あ る以上 は必 ず 発話(文)レ ベ ルで の韻 律,即 ち イ
ン トネー シ ョンが 存在 して い るか らで あ る。 問題 は ,一 語 だけの 発話(文)
と二 語 以 上 の 発話(文)の 分析 を通 じて 明 らか に な る,単 語 レベ ルで の 音
声特 徴 と発 話 レベ ルで の音 声特 徴 を区 別 す る こ とに よっ て,単 語 の韻 律 と
発 話 の韻 律 とを分 離 す る必 要 が あ るの で あ る。 以 下 で は この 点 を検 討 す る
こ ととす る。
6.発 話(文 〉 の レ ベ ル に お け る 韻 律
文 強 勢(SentenceStress)と 文 ア ク セ ン ト(SentenceAccent)
研 究 者 に よ っ て 語 の レベ ル で の 韻 律 的 特 徴 を示 す 術 語 と して 強 勢(Stress)
と ア クセ ン ト(Accent)が 使 用 され た よ うに,発 話(文)の レベ ル に お い て
も,強 勢(Stress)を 使 う研 究 者 と ア ク セ ン ト(Accent)を 使 う研 究 者 とが 存
在 して い る。DavidCrystalのADictionaryofLinguisticsandPhonetics(1991)
に こ の 両 用 語 の 使 用 に つ い て の 説 明 が 見 ら れ る 。
先 ず,強 勢(Stress)が 文(Sentence)及 び 語(Word)の レベ ル で 意 味 を 異








Anincrease勿 」ρの2isneededand1'mgoingtoin`rease・ 庖露 」ρごz艶一一/II〕kri:slv・
/11〕lkri:s/-orthedistinctionbetween'hla`ん1ゐ ゴrdand'btockb〃d.
gyp.328}
ア クセ ン ト(Accent)に 関 して は,語 ア クセ ン ト(WordAccent}の 例 と して
1'mgoingtorecordthetuneに お け る 動 詞 のrecordと1'vegotarecordに お け る
名 詞 のrecordを 挙 げ,文 ア クセ ン ト(SentenceAccent)に 関 して は,こ れ が
別 名,対 比 ア ク セ ン ト(ContrastiveAccent)と も呼 ば れ る と して,飾 ω伽
ω6伽 ㎎・aredhatとHeryaswearingaredhatを 例 に 挙 げ て そ の 対 比 の 内 容
を 説 明 して い る。更 に,Accentと い う術 語 とStressと い う術 語 につ い て は,
`ThetermSTRESS
,howeverisoftenusedforcontrastsofthiskind(asin
thephrase`wordstress'and`contrastivestress')(P2)と 述 べ て 研 究 者 に よ
っ て 同 じ現 象 に対 して 異 な る 術 語 が 使 わ れ て い る こ と を 明 ら か に して い る
(表2)。
リズ ム(文)ア ク セ ン ト(Accent)論 と(文)強 勢(Stress)論
(1)Gimson(1975)の ア ク セ ン ト論
語 ア クセ ン ト論 者 のGimson(1975)は,発 話(文)の レベ ル に お い て も
ア クセ ン ト論 の 立 場 に立 っ て い る 。 但 しGimson(1975)は 「文 ア クセ ン
ト」(SentenceAccent)な る術 語 は 用 い ず,「 語 が 連 続 す る 発 話 に お い て ア
ク セ ン トを つ け る こ と」(Accentuationinconnectedspeech)あ る い は,
「語 が 連 続 す る 発 話 に お け る ア ク セ ン トの 型 」(Accentualpatternsof
connectedspeech)な る 表 現 を 用 い て 英 語 の リ ズ ム 及 び イ ン トネ ー シ ョ ン








イ ン トネ ー シ ョ ン
リズム イン トネー シ ョン
健hy血m) Intonation)
文強勢 トナ リテ ィ
(SentenceStress) (Tonality)
トニ シ テ ィ
/
(T・nici呼)
文 ア クセ ン ト トー ン ズ
(SentenceAccent) (Tones)
使用術語 音声特徴 使用術語 音声特徴
(Terms) (manifestation) {Terms) manifestation)
Jones SENTENCE streSS INTONATION pitch
(1J7.5) STRESS (Tune) (+stress}









Kreicller STRESS stress ACCENT pitch
(1JH9) (+stress)









Gimson(1975,PP.258-262)は 上 記 の記 述 を下 記 の具 体 例 を使 って 説 明
し,● と ・とが 英語 の リズ ム を形 成 し,大 き な黒 丸か ら次 の 大 きな黒 丸,
そ して次 の大 きな黒 丸 まで は(例 えば ・ ・ 、,あ るい は,…,等)
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次 の,caseとhallに ア ク セ ン トが 無 い 型 は存 在 しな い と述 べ て い る。
・ ・r・ …
上 記 の 例 に お い てGimson(1975)は,彼 の 語 ア クセ ン トに お け る ア ク セ
ン トの 型 の 記 述 と同 様 に,、 を 第 一 ア クセ ン ト(primaryaccent),● を 第
ニ ア クセ ン ト(secondaryaccent),・ を無 ア ク セ ン ト(unaccented)と して い
る 。 ピ ッチ 変 化 が 生 ず る 第 一 ア クセ ン ト 、 の 位 置 が 移 動 す る 現 象 は,実 は
イ ン トネ ー シ ョ ン の 問 題,即 ち,ト ニ シテ ィ(tonicity)の 問 題 で あ る の だ
が,あ く ま で も語 ア クセ ン トの 問 題 と して扱 っ て い る点 に特 徴 が あ る。 既
に 見 た よ う に,● は 強 勢 現 象 で あ り,、 は強 勢 現 象 に イ ン トネー シ ョンの
現 象(ピ ッチ 変 化)が 加 わ っ た もの な の で あ る が,Gimson(1975)は この
強 勢 現 象 と イ ン トネ ー シ ョ ン現 象 の 区 別 を して い な い 。 これ は,彼 が,ピ
ッチ を 語 の レベ ル で ア クセ ン トを 作 り出 す 卓 立(Prominence)の 音 声 要 素 の
… つ と して 扱 い
,ピ ッ チ を 発 話(文)レ ベ ル で の イ ン トネ ー シ ョ ンの 要 素
と して 語 ア クセ ン トか ら切 り離 さ な か っ た こ と に よ る もの で あ る とい え よ
う。
(2)Roach(2000)の 強 勢 論
Roach(2000)は 語 の レベ ル にお い て も発 話(文)の レベ ル に お い て も,
強 勢(Stress)な る 術 語 を用 い て,ア ク セ ン ト(Accent)な る術 語 は使 わ な
い 。 た だ,文 強 勢(SentenceStress)な る術 語 も使 わ ず,Gimson(1975)同
様 に,「 語 が 連 続 す る 発 話 の 諸 相 」(Aspectsofconnectedspeech)の 一 つ
と して 英 語 の リ ズ ム を取 り扱 う。 リ ズ ム の 表 記 法 はGimson(1975)と は異
な り,下 記 の 方 式 を取 る。1は,太 字 の 大 き な フ ォ ン トと共 に強 勢(Stress)
を 示 し,こ れ と細 字 の 小 さ な フ ォ ン トの 箇 所 と が 英 語 の リズ ム を作 っ て い
英 語 に お け る ス ト レ ス(stress),ア ク セ ン ト(accent),イ ン ト ネ ー シ ョ ン(intonation)(2> 11
く とす る。Roach(2000)とGimson(1975)と の違 いは,使 用す る術 語 が強
勢(Stress)と ア クセ ン ト(Accent)と の違 い に あ る こ と と,表 記 の仕 方 が異
な る こ とで あ るが,語 の レベ ル で の 韻 律 的特 徴 に関 して は,こ れ を卓 立
(Prominence)現 象 と して捉 え てそ の 卓立 を形 成 す る4つ の 音 声 要 素 の1
つ と して イ ン トネー シ ョンの 要素 で あ る ピ ッチ(Pitch)を 含 む こ とにお い
て 共通 す る。 なお,下 記 の例 文 にお い てRoach(2000,p.236)は ピ リオ ド
(,)をつ け な いが,こ れ は例 文 が 文 法上 の文 で は な く,発 話(文)で あ るこ






な お,Roach(2000)は,Gimson(1975)が 第 一 ア クセ ン トと した ・ を,
トニ ッ ク ・ス ト レ ス(TonicStress)と して,こ れ を イ ン トネ ー シ ョン の 要
素 と して 扱 っ て い る。 こ れ はRoach(2000)が ピ ッチ 変 化 を語 強 勢(Word
Stress)の 一 音 声 要 素 と した こ と と矛 盾 す る扱 い で あ る が,ピ ッチ 変 化 を語
強 勢 か ら切 り離 して 発 話(文)に お け る イ ン トネ ー シ ョ ンの 要 素 とす る 方
向 へ 分 析 が 移 りつ つ あ る こ と を示 唆 す る もの とい え よ う。
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